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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、教員といのちの電話相談員のメンタルヘルスに関する調査研究が相対的に少ない（とり
わけ教員では幼稚園、高校のデータが少ない）中で、幼稚園、高校を含めた５校種でのデータに基づ
き、ヒューマンサービスワーカーのメンタルヘルスの実態とその規定要因を明らかにしようとした意
欲的な調査研究である。メンタルヘルスへの着眼は、経営の論理が強化される社会状況にあって、人
間の論理あるいは生活者の視点からの問題の構築であり、その意味で生活科学の研究としても有意義
である。また本論文は、教育現場に多様な評価システムが導入されることで、仲間性・同僚性が喪失
され、結果としてメンタルヘルス問題が深刻な問題として存在していることを指摘している。これは、
教育現場で子どもが消費者として成立し、教育の対象として成立しにくい状況を反映したものと解釈
することもできる。これらの状況に対する３つの水準からの提案は、実現性の低いものも含まれてい
るが、教師におけるメンターによるメンタリング、いのちの電話相談員におけるピアカウンセリング
等は、彼らへのソーシャルサポートとして有効であると思料される。加えて本論文は、グローバリズ
ムに対応したわが国の教育システムの変更が、教育現場に多くの混乱を生じていることを、メンタル
ヘルスという指標を通して間接的に証明している。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
